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guraandUsnoFormations,Omovalley,

Ethiopia.522pp.UniversityMicro-films,
AnnArbor.
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変異について.第44回日本人類学全日本民族

学会連合大会プログラム研究発表抄録,
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4)Kimura,T.(1990):Longandrobustlimb
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神経生理研究部門

久保田親 ･三上-lTl允 ･松村遣一

研究概要

A)前頭葉の研究

1)前頭連合野の条件づけ形成械梢の研究

久保田脱･三上章允

視覚刺激を手掛りにしたGO/NO･GO課題を

学習するとき.手掛りと反応の連合ができ.視覚

と反応に関与したニューロン活動が新たに出現す

るが,そのニューロンの視覚性性質を決定した.

2)コザルの前頭燕の発達の研究

久保田尭尭

生まれたばかりのアカゲザルに遅延反応を学習

させて,･前頭連合野,迅動連合野,運動野などに

ビクタリンやフTクロフェンなどを微丑局所注入

すると,反応の成綿の低下と運動の障害が一時的

にみられる｡これらの変化を解析して,GABA

抑制と前頭葉の発達の関係を明らかにする｡

3)GAp-43の中枢内発現と,それに及ぼす

課題学習の影響の研究

大石苗生1)･林基治2)･久保田競

迎合野に多いタンパク質GAp-43のmRNA

をマカクの中枢神経系の各部位 (特に大脳)で定

流するためのcDNAプローブを作った｡

4)祝党性GO/NO･GO課超におけるノルア

ドレナリンとGABAの役割

久保田競･松村道-

視覚刺激に応じるニューロンにノルアドレナリ

ンと与の阻害剤,GABAとその阻害剤を電気泳

1)大学院生 2)生理研究部門
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動的に与えて,行動発現におけるこれらの物質の

役割を明らかにする｡

5)視覚性反応時間課題におけるGABAA･

GABA,レセプターの役割

.久保田競 ･松村道一 ･植木浩一郎1)

運動関連皮質内に,GABAA･GABAB レセプ

ターのアンタゴニストであるビククリン･ファク

ロフェンを注入して,引き起こされる運動障害を

解析した｡随意運動の発現 ･制徹にはどちらのレ

セプタータイプも重要な役割を果たしていること

が解った｡

B)側頭弟と記憶

1)松雄な画像の識別と記憶の脳内機構の研究

三上章允 ･久保田競 ･中村克樹l)

松雄な画像 (サルやヒトの顔,サルの全身像な

ど)の識別と記憶の脳内過程を調べる目的で,チ

レビ画像の継時弁別課題遂行時に,上側頭溝,港

馬からニューロン活動を記録し,呈示した画像の

種類とその行動条件,特定の画像の短駆et鼓とニュー

ロン活動の関係を解析した｡

2)情動発現の脳内機構の研究

三上章允 ･久保田競 ･中村克樹1)

情動発現の脳内機構を調べる目的で,サルやヒ

トの様々な表情や食べ物の画像の識別と記憶の課

題遂行時に,扇桃核,側頭極からニューロン活動

を記録し,呈示した画像の行動条件,特定の画像

の短期記憶とニューロン活動の関係を解析した｡

3)迩動祝機能の発達と環境の研究

三上章允 ･久保田競 ･藤EEI和生3)

運動祝機能の発達過程と発達に及ぼす環境条件

を調べることを目的として,犬山地区のヒト小児

と成人で遊動視機能を調べた.

C)利き手と脳の研究
久保田競

コザルの利き手がどのように形成されていくか,

餌や小物をどちらかの手で持たせるテストも 出

生直後から毎日行って,調べている｡

総 説
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動.第67回日本生理学会大会. 予稿集,
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14)川平和夫 ･久保田山 (1990)サルのvisual

reachingにおける迅動前野とGABA抑制.
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心理研究部門

小嶋祥三･松沢哲郎･藤田和生 1)･正高信男2)

研究概要

1)チンパンジー･ニホンザルの音声知覚

小嶋祥三

ヒトの母音や子音.チンパンジーやニホンザル

の種特只的音声の知党を反応時間課題を用いて検

1)1989年5月21日より1991年3月18日まで,文

部省在外研究員としてアメリカ合衆国ブラウ

ン大学,及びドイツ連邦共和国ゲッティンゲ

ン大学に滞在｡

2)1990年7月1日付で東京大学理学部助手に転

任｡
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